
現場のための環境考古学

．．㎝、

　／ｊ ／

－、



目次

本書のねらいと使い方

種実

木
　
骨

土壌選別法

コラム　木材構造の観察・部分的な分析試料の保管

コラム　試しフルイのススメ

コラム　仮同定のススメ

花粉、プラント・オパール、珪藻

土壌サンプリングの方法

堆積物の記載

１

ｎ
／
」
　
　
４

C
O
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ

10

０１

11

12

14

Ｒ
）
１

　本書の編集は、環境考古学研究室の山崎健と上中央子がおこなった。執筆は「木」および「木材構造

の観察・部分的な分析試料の保管」を星野安治（年代学研究室）、「花粉、プラント・オパール、珪藻」

および「土壌サンプリングの方法」を上中央子、「堆積物の記載」を村田泰輔（鳥取県埋蔵文化財セン

ター）、その他の項目を山崎健かおこなった。また、レイアウトデザインは谷川真紀、イラスト作成は

松井真彩子が協力した。

　本書の執筆にあたっては、佐々木由香（㈱パレオ・ラボ）、村田泰輔（鳥取県埋蔵文化財センター）、

村上由美子（京都大学博物館）、那須浩郎（総合研究大学院大学）の各氏から多くのご教示やご意見を

いただいた。
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本書のねらいと使い方

●動植物遺体調査の現状

　環境考古学に関わる動植物遺体の調査研究には、現生標本、特殊な機器や設備が必要となり

ます。そのため、動植物遺体の分析や報告は、大学や研究所、分析会社といった外部機関に依

頼することが一般的となっています。

　「分析依頼者」である発掘調査担当者は、「分析担当者」である外部機関の専門家との協業体

制が必要となります。しかし、その協業体制が不十分な場合があります。

　例えば、分析担当者と分析依頼者が必要な考古学的情報を共有せずに、分析担当者に解釈ま

で「丸投げ」している場合です。分析担当者は、遺跡の堆積環境、遺構の性格、遺物の出土

状況、共伴遺物の様相などを考慮せずに解釈することになります。そうすると、報告に際して、

分析結果までは厳密におこなわれたとしても、考察部分は短絡的な解釈となるか、定型文化す

ることが多くなってしまいます。

●分析依頼者の責任

　適切な協業体制を構築するためには、分析依頼者と分析担当者における責任の所在を明確に

する必要があります。動植物遺体の優れた参考書は、これまでに数多く刊行されています。た

だし、こうした参考書は、主に動植物遺体の専門家を対象とした記述となっており、分析依頼

を前提として、発掘調査担当者が「現場で何をすべきか」という視点で書かれたものはあまり

ありませんでした。

　そこで本書は、動植物遺体が出土した際に、発掘調査の担当者が注意すべき点をまとめまし

た。各動植物遺体について、発掘調査現場から報告書執筆までの作業工程に沿って、「有効な

堆積環境」、「発掘調査現場での留意点」、「分析前の一時保管」、「報告後の試料保管」を記述し

ました。

●マニュアル化の弊害

　本書は、発掘調査現場や整理作業における動植物遺体の取り扱いについて、一定の水準を保

つために作成しました。ただし、遺跡の堆積環境、発掘調査や整理作業の経費や期間など、調

査に関わる諸条件は遺跡によって千差万別です。本マニュアルを絶対視することなく、現場で

の状況判断を優先してください。

　また本書は、調査現場と分析・報告を分担せざるを得ない動植物遺体の現状を踏まえたもの

です。しかし、本来は動植物遺体が分析・報告できる担当者が発掘調査に参加すれば、解決す

る問題が多く含まれています。本書のような「対処療法」とともに、動植物遺体をめぐる調査

体制の議論が求められます。
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　　　　　や果実、葉などの大型植物遺体（化種子

石）からは、遺跡周辺の植乙I復原や

栽培状況、食用などの植物利用についての情報

を得ることができる。

有効な堆積環境

未炭化種実　水場遺構や低湿地遺跡などの水浸状態

の堆積物には、食用として加工され廃棄されたトチ

塚やクリ塚が検出される場合があり、貯蔵穴に堅果

類が残されていることもある。自然堆積としては、

河川や溝などの溜まりやヨシなどの現地性植物が腐

らずに堆積した植物遺体層や、未分解泥炭眉などか

ら種実類が出土することがある。

炭化種実　乾燥した堆積物であっても、炭化した植

物遺体は残されている可能性がある。とくに炉跡や

焼土、焼失住居跡などから、炭化種実が検出される

可能性があり、フローテーション法が有効である。

　(→８ページ)

現場での留意点

　調査現場で目についた大型種実を採取するだけで

なく、肉眼で観察できない微小種実を回収するため

に土壌堆積物ごと採取して水洗選別することが必要

である。

　調査現場において直接採取する場合には、その出

土状況（産出状況）をしっかりと記録し、人為堆積

なのか自然堆積なのかを検討する必要がある。（→16

ページ）加工や廃棄の考察や、ネズミなど鬘歯類に

よる廃棄後の影響が検討できるため、完形の種実だ

けではなく、つぶれた種実や穴の開いた種実もきち

んと取り上げる。現場で採集される大きな種実類だ

けではなく、水洗フルイ選別法やフローテーション

法を用いることにより、肉眼では見えない微小な種

実類を採集することが可能となる。（→８ベージ）

出土した種実が、未炭化種実なのか、炭化種実なの

かによって、その後の扱いは異なる。種実の色調や

表面を観察して、未炭化と炭化を判断する。

※土壌採取量の目安

未炭化種実　堅果類などの「大型種実や葉を含む堆

積物」では500～1000cC以上、水田雑草などの「微

小種実が多い堆積物」では100～500Cc程度の土壌を

採取する。

炭化種実　炉や住居跡など対象とする遺構の規模に

よるが、1～20逗程度の土壌を採取する。

分析前の一時保管

未炭化種実　水洗選別のために土壌堆積物を採取す

る際には、乾燥を防ぎ、カビや微生物の発生を抑え

るために、密閉容器に入れて冷暗所に保管する。あ

るいは土壌堆積物ごとサランラップやアルミホイル

で包み、冷暗所に保管する。

炭化種実　乾燥させる。

報告後の試料保管

未炭化種実　分析試料を小瓶（スクリュー管）や夕

ッパーに入れて、乾燥とカビを防ぐため70％のエタ

ノール水溶液に液侵して保管する。十分に水洗いし

た試料であれば、イオン交換水で保管してもよい。

モモやクリなど堅い種実は、乾燥して保管してもよ

い。葉は、ＰＥＧやエタノール水溶液とともに、八

ウチフィルムに入れシーラーで閉じる。

　保管後も、溶液の蒸発やカビの発生などの恐れが

あるため、定期的に試料を確認して、必要であれば

溶液を交換する。

炭化種実　よく乾燥させた後、小瓶やケース、タッ

バーなどに入れて保管する。
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記録

取り上げ

●未炭化なのか、炭化なのか
　によって、その後の扱いが

　異なる。

●乾燥を防ぎ、カビ
　や微生物の発生を
　抑える。

●保管後も定期的に

　点検する。

一2瓦

種実が出土した！

出土状況(産出状況)を記録

種実を取

　汐

未炭化種実

J上げる

　　　仏
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●現場で目に見える種実の例

・クリ・トチ・ドングリなど
　の堅果類
・モモ・ウメなどの核

・炭化米の塊

●土壌堆積物の粒度組成や堆
　積構造などをしっかり観

　察・記載して、自然堆積な
　のか、人為堆積なのかを検
　討する。（→16ページ）

●完形の種実だけではなく、
　つぶれた種実や穴の開いた

　種実も取り上げる。

●目に見えない微小な種実も
　回収する。土壌ごと取り上
　げ、フルイやフローテーシ

　ョンによる土壌選別をおこ
　なう。（→８ページ）

＼炭化種実

同定・観察・分析・報告書執筆

目
日
且
》

密閉容器で

液浸して保管

報告後の保管
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　士　　　同定によって植生復原、用材選択、樹種

木材木製品の流通などが明らかと

なる。年輪年代測定や放射性炭素年代測定など、

年代学分野の試料としても非常に有効であり、

樹皮が残存する場合は、樹木が枯死した年代や

伐採年代を特定できる。

有効な堆積環境

　低湿地遺跡、旧河道、井戸など、湿潤で還元的な

堆積環境から出土することが多い。発掘計画や試掘

段階で、このような堆積環境が想定される場合は、

一時保管や分析、保存処理の計画をあらかじめ立て

ておくことが望ましい。焼失住居や窯跡などで炭化

した場合や古墳の石室で青銅製品などに接している

場合、漆被膜により腐朽を免れた場合などは、乾燥

した堆積環境からも出土する。

現場での留意点

　出土木は脆弱である場合が多く、湿潤環境から出

土した際には乾燥させると木の形状が著しく変形し

てしまうことから、検出後はできるだけ速やかに出

土状況の記録と取り上げをおこなう。また、金属製

の発掘道具を避け、竹ベラなどを用いて、木の表面

を傷つけないように注意する。もし、傷つけてしま

った際には、後で過去の加工痕跡と区別ができるよ

うに、記録を残す。形状が崩れてしまう危険性があ

る時は、ウレタンで養生の上で取り上げるなどの対

策が有効である。出土から取り上げまでに時間がか

かる場合は、スポンジなど保水性の高いものに水を

含ませて覆った上で黒いビニールを被せ、時折、霧

吹きや噴霧器で水をかけるなど、保水や遮光、凍結

などにも十分注意する。

　出土する木は、木製品や建築部材、自然木など様々

である。発掘調査の時間や予算、遺存状態、取り上げ

後の保管などを考慮して、出土木の取扱いに優先順

位をつけて効率よく発掘調査をおこなう。調査現場

では、水洗いをして加工痕の有無を把握することが

重要となる。自然木も、遺跡周辺の植生復原に非常に

有効となる。もし廃棄せざるを得ない場合でも現段

階で想定できる分析に備えて、部分的な試料の保管

を検討することも有効である。（→10ページ）

分析前の一時保管

　湿潤状態から出土した木は乾燥させないことが原

則であり、水中で保管する。木の大きさや形状にあ

わせてプールや水槽、コンテナ、タッパーなどに水

を張って一時保管したり、水とともにパウチフィル

ムに入れシーラーで密閉したりする。大型の容器内

で複数の試料を一時保管する場合は、スズランテー

プのような幅広の紐を使用してラベルをつけ、表面

を傷つけないように留意しながら、試料を管理する。

一時保管の期間が長い場合、水の交換、防徹剤の添

加などで良好な水質を保ち、試料の劣化を防ぐ。

　保存処理に使用した薬品類はきちんと記録してお

き、観察や実測、分析は保存処理前に実施しておく

ことが望ましい。保存処理をしてしまうと、加工痕

の観察、樹種同定や年輪年代測定など細胞の組織構

造を観察する分析や、放射性炭素年代測定など化学

的手法を用いる分析に影響を及ぼす可能性がある。

クリやアカガシ亜属など、保存処理中に変形しやす

い樹種もあるので保存処理前の分析が有効である。

報告後の試料保管

　樹種同定で作製したプレパラート標本は、恒温恒

湿の環境下で保管し、閲覧できるよう試料を公開す

ことが望ましい。また、保存処理を施した試料は、

埃などを避けて通気性のよい環境で保管し、経過観

察をおこなう必要がある。その他、将来的に保存処

理や分析をおこなう試料の場合は、一時保管と同様

に水の交換などによって良好な水質を保ち続け、試

料の劣化を防ぐ。

４ 一一-



●湿潤状態で出土した木は、

　乾燥させない。

記録

●できるだけ早く記録をとり、

　取り上げる。

●スポンジや黒いビニール袋

　などを用いて、保水、遮光、

　凍結に十分注意する。

取り上げ

木が出土した！

出土状況を記録

木を取り上げる

－５－

調査現場
　　　　－
　　　　　　　　　　　　ｉ

●水洗い後、加工痕の有無を
　把握して、取扱いの優先順

　位をつける。

●もし表面を傷つけた場合に
　は過去の加工痕と区別でき
　るように、記録を残す。

●自然木も、遺跡周辺の植生

　復原に有効である。　　。

●脆弱な場合には、ウレタン
　などで養生する。　　　、
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　　λi!。からは、被葬者の性別、死亡年齢、人目身長、出産歴などが明らかとなる。

動物骨からは、食料や道具素材などの動物資源

利川についての情報が得られる。

有効な堆積環境

　貝塚や洞穴、低湿地遺跡から人骨や動物骨が出土

する。また火を受けた骨は残りやすくなるため、火

葬骨は出土する場合が多い。動物骨では、炉跡やカ

マド、灰や炭化物が堆積する廃棄土坑において、焼

骨が残存する可能性があり、フルイを用いた土壌選

別が有効である。（→10ページ）

発掘現場での留意点

　現場で「仮同定」をおこない、出土した骨が人骨

なのか、動物骨なのかを判断する。また骨格部位が

わかれば、同―個体であるのか、埋葬であるのかを

発掘現場で把握することができる。（→11ページ）

出土状況の実測図は、骨の部位や方向、向きを把握

して記載する。

　出土状況を記録する上で、写真も非常に重要な意

味を持つ。可能であれば、様々な角度から撮影する

とともに、取り上げ作業の進行に合わせ、何段階か

にわたって撮影をおこなうことが有効となる。なお、

写真撮影の際に骨を水洗いすることは、保存状態を

変化させて脆弱にするだけでなく、ＤＮＡ分析にも

影響を与えるので注意する。

　検出は、骨を傷つけないように、金属製の移植ゴ

テではな＜、竹ベラなどを用いた方がよい。とくに

骨端部（長骨の両端）は、種同定や年齢推定に有効

な部位であるため、慎重に取り上げる。

　骨は露出させると脆弱化することから、すみやか

に実測と写真撮影をおこない、出土から取り上げま

での作業を短時間でおこなうように心がける。周辺

土壌には脱落した歯や副葬品などが見落とされる可

能性があり、土壌をフルイにかけて微細遺物をきち

んと回収する。

　また、火葬骨や焼骨が出土した場合には、火を焚

いた跡が認められるのかを発掘現場で確認すること

が重要となる。焼土面が確認できるか、炭化物や灰

が埋土に含まれているのか、という出土状況を記録

する。

分析前の一時保管

　安定同位体分析や放射性炭素年代測定などの分析

に影響を与える可能性があることから、取り上げた

骨を運搬したり、一時保管したりする場合には、脱

脂綿の使用はさける。骨の保存状態は、堆積環境に

大きく影響を受けるため、骨の状態を確認しながら

洗浄する。保存状態が良好でない場合は、洗浄によ

って骨が劣化する危険性があることから、水洗いせ

ずに暗所で自然乾燥させて、歯ブラシや筆で泥や砂

を落とす。

　カビの発生を抑えるため、冷暗所で保管する。た

だし一時保管は、あくまでも分析や保存処理までの

段階を切りぬける緊急的な措置に過ぎないため、可

能な限りすみやかに分析や記載をおこなう。

報告後の試料保管

　出土した人骨や動物骨は、研究結果を保証するだ

けでなく、第三者による追認（再検証）を可能にす

るものであり、適切に保管・管理する必要がある。

カビが生えやすいため、温度・湿度を一定に保った

状態で保管することが望ましい。

　なお、取り上げや保存処理に薬品を使用した場合

には、放射性炭素年代測定やＤＮＡ分析、同位体分

析など将来の分析に備えて、使用した薬品類の記録

をきちんと残しておく。

６
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　　　　　記録

●記録した方がよい出土状況
・集中して出土した骨
・同一個体に由来した骨

●出土した骨を見るポイント

・単一の動物種なのか？複数
　の勁物種が混ざっているも
　のか？

・解剖学的位置を保持してい
るか？

　　　取り上げ

●出土状況を記録した骨は、
　個々の骨の番号を付けて、
　後から照合可能なように取

　り上げる。（→11ページ）

●歯や骨端部は、種同定に有
　効なため、壊さないように

　注意して取り上げる。

●骨は露出させると脆弱化す
　るため、出土してから取り

　上げまでの作業は、可能な
　限り短時間でおこなう。

骨が出土した
－
・

出土状況を記録

骨を取り上げる

－７－

●人骨なのか、動物骨なのか
　を判断する。

●人骨模型や骨格図譜集を調
　査現場に持ち

　込むと適切な記録や調査に
　役立つ。
　(→11ページ)

●写真撮影や実測のポイント

・骨の取り上げの進行に合わ
　せて、何段階かにわたって

　おこなう。
・写真は、複数の角度から撮
　影する。

●目に見えない微小骨も見落

　とさないように、フルイに

　より土壌選別をおこなう。

　（→８ページ）

●骨が非常に脆い場合

・取り上げ時に骨が壊れる危

　険性があるので、事前に計

　測や写真撮影をしておく。

・身長（体長）推定に有効な

　四肢骨の最大長を計測する。

・全体の写真とともに、歯や

　骨端部を接写する。

………………|
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土壌選別法

　調査現場で目についた大型遺物のみを採集するだ

けでは、種実や魚骨といった微細な動植物遺体がほ

とんど見落とされてしまう。発掘調査において土壌

堆積物をフルイにかけて、微細遺物を回収する必要

がある。土壌選別作業は、動植物遺体だけではな＜、

チップ類や玉類といった微細遺物の調査にも有効で

ある。

種　　類

土壌選別法には、堆積環境や目的によって、乾燥フ

ルイ選別法、水洗フルイ選別法、フローテーション

法（浮遊遺物選別法）などに分けられる。これらの

土壌選別法を複合的におこなうことによって、様々

な微細遺物を回収できる。

計画立案

　土壌の採取は、明確な目的とともに、その後の土

壌処理に関わる労力や保管場所などを考慮して、計

画的・効率的におこなう必要がある。

１。「試しフルイ」をする

　試しフルイ（→10ページ）をおこない、微細遺物

が確認できた遺構埋土を採取することによって、効

率的な土壌選別が可能となる。

　また、微細遺物の内容や包含量によって、土壌処

理に要する時間は大きく異なってくる。そこで、正

式な土壌選別を実施する前に、試しフルイで内容物

や包含量を把握し、作業計画を立案する。

　土壌選別作業は膨大な時間や経費を要することが

あり、無計画に土壌を採取すると、その後の整理作

業で大きな負担となってしまう恐れがある。試しに

土壌堆積物を飾って作業量を把握したうえで、系統

だった土壌選別作業を実施することが望ましい。

　先送りのための土壌採取はできるだけ避けたい。

２。実施前の確認事項

　土壌選別作業を実施する前に、目的、場所、費用

対効果（時間、予算、人員）などを十分に検討して

おく。時間や予算内に作業が完了するように、対象

となる土壌堆積物の優先順位をつけて、作業計画を

見直し、場合によっては修正をおこなう。

　たとえば、貝塚のように飾うべき土壌量が多い場

－８

合、すべての土壌堆積物をl mm目フルイのように細

かいメッシュで飾うことは予算的にも時間的にも難

しくなっている。そのため、一部の土壌堆積物のみ

細かいメッシュで飾い、それ以外の土壌堆積物は比

較的粗いメッシュで飾う方法を併用する。

　場当たり的ではなく、遺跡内で統一した土壌選別

作業が必要である。

目的：

　何を目的とした土壌選別なのかを明確にする。目

的とする微細遺物の種類によって、土壌選別方法や

用いるフルイの目が異なる。

場所：

　「採取した土壌（土嚢袋）の一時保管場所」、「土

壌選別作業を実施する場所」、「水洗選別に用いる水

の確保」、「土を洗った排水の処理」を確保する。

　貝塚の発掘調査において、調査面積によっては採

取する土址が数千～万個の土嚢袋になることもある

ため、土壌選別前の採取土壌を保管する場所の確保

が必要である。そして、水洗フルイ選別法やフロー

テーション法では、土壌選別に使う水の確保ととも

に、土を洗った排水の処理を考慮する。

　もし発掘中に調査現場で土壌選別作業をおこなえ

れば、採取土壌の保管場所や排水の問題も対応しや

すくなり、その後の整理作業の労力も軽減すること

ができる。

人員・時間：

　土壌選別作業に要する人員や時間だけでなく、土

壌選別した内容物の抽出・分類・計量に要する人員

や時間も考慮する。

土壌サンプリング

　土壌サンプルは、内容物の層位的変化を明らかに

するために、すべての層準に行き渡るような地点で

土壌を採取する。そして、内容物の平面的分布を把

握するために、できるだけ複数の地点から土壌を採

取する。

　土壌サンプルには、柱状サンプル（コラムサンプ

ル）とブロックサンプルがある。柱状サンプルは、

土層断面を観察できる調査区壁面から、層序に従っ

て土壌を四角柱状（例えば、50×50cni)に採取した

ものである。層厚がある場合には、層準の中を分割

して採取する場合もある。ブロックサンプルは、任

意の層準から土壌堆積物を採取したものである。

土壌サンプリングの方法や留意点（→14ページ）

堆積物の記載（→16ページ）



水洗選別の方法

①サンプリングした土壌の体積や重量を計量する。

②土壌堆積物の粘性が非常に高く、フルイの目が詰

　まりやすい場合や遺物に土壌が付着する場合は、

　前処理として水洗選別する前に、堆積土壌を水に

　漬けてほぐしておく。

③シャワーの水流などにより土壌を撹絆し【Ａ】、

　炭化種実や炭化材、微小貝類を浮かせて、フルイ

　　(0.25nifn目や0.5[iini目程度。垢取りネットや茶漉

　しでも可）に上澄みを流し、浮遊物を壊れないよ

　うに回収する（フローテーション法）【Ｂ】。

④土壌を撹絆した後、すぐにフルイに流し込まずに、

　一呼吸置く。撹絆してすぐに流し込むと、上澄み

　に土壌が入ってしまう。撹絆して流し込むのが遅

　すぎると、浮遊物が沈んでしまう。

⑤上澄みが透明になり、

　浮遊物がなくなるまで、

　土壌撹絆と浮遊物採取

　を繰り返す【Ａ・Ｂ】。

⑥沈殿した土壌をフルイ

　　（5mm目とl mm目）に

　あけて、水を張ったテ

　ンバコ内で振動させ、

　さらにシャワーの水流

　をかけて、土壌を濾し

　ていく。

①水流をうまく用いて、

　微細遺物をなるべく壊

　さずに回収する。例え

　ば、目的とする内容物

　のサイズよりも細かな

　メッシュシートを下に

　敷くと、シャワーの水

　流でフルイの面上に残

　った微細遺物を壊さず

　に回収することができ

　る【Ｃ】。

か’
ｋｙ

″
Ｉ
Ｉ

－９－

微細遺物の選別・抽出・計量

　フルイにかけた内容物から微細遺物を抽出して

　【Ｄ】、内容物ごとに質量を計量する。

　ここで注意しなければならないのは、抽出時に

　「骨」や「種実」と認識されなかった資料は、専門

家に届けられずに分析自体がおこなわれない、とい

うことである。フルイにかけた内容物を、動植物遺

体の専門家（分析担当者）が予備的に抽出・分類し

ておくことにより、専門でない人でも見落としが少

なく、有効な抽出・分類が行うことが可能となる。

　例えば、フルイをかけた残滓から微細遺物を抽

出・選別する作業にあたって、抽出するべき遺物の

色や大きさ、形態的特徴を、専門家がわかりやすく

説明して、選別段階の見逃しをなるべく防ぐように

心がける。
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コラム　木材構造の観察・部分的な分析試料の保管

木材構造の観察

　出土した木の記録をおこなう際には、簡単な

木材組織の知識を持っておくと良いでしょう。

木取り（柾日か板目かなど）、木の中心部分

　（髄）や外側の部分（辺材や樹皮）の有無、年

輪の数や幅などに関する記録は、外観の観察で

も可能です。この記録は、樹種同定や年輪年代

測定で扱う試料の基本的な情報となりますし、

原木径や樹齢の復原などにも有効となります。

部分的な分析試料の保管

　発掘調査では于算やスペースの都合により、

すべての自然木を保管することが難しい場合が

あります。しかし、自然木は遺跡周辺の植生復

原など貴:収な情報を有しています。もし廃棄し

なければならないのであれば、現段階で想定で

きる分析に備えて、残存径や残存長を記録の上、

一部でも保管する対応をお勧めします。例えば、

樹種同定には１年輪以上が含まれた１辺1 cm

程度のブロックがあれば十分です。また、年輪

年代測定や放射性炭素年代測定には、最外層を

含む部分の輪切り、または成長錐によるコアの

採取が右効となります。

コラム　試しフルイのススメ

　遺構を半裁する際に、掘iLIこげた土壌の一部

を現場で試しにフルイがけをしてみよう。その

結果、腫実や骨など微細遺物が確認できた遺構

のみ、堆積土壌を層位ごとに持ち帰って水洗選

別をします。この試しフルイによって、より効

率的な土壌選別が可能となります。

　また、堆積上壌に含まれる微細遺物の内容物

や包含量によって作業効率は大きく異なってき

ます。そのため、試しフルイによって土壌選別

に要する労力（時問や人貝）を把握し、残され

た整理作業の期問や予算の範囲内で、正式な土

壌選別が実行可能な堆積上壌を積算することが

旧朧
－・ -

ぱで

心材

辺材

髄 横断面（木口）

可能となります。

　これは、本発掘調査における試掘調査と同じ

位1既づけといえます。試掘調査は、埋蔵文化財

の有無や、埋蔵包蔵地の範囲・性格・内容など

の概要を把握するための部分的な発掘調査です。

試掘調査の感覚で、現場で試しフルイを積極的

に実施することによって、遺跡に残存する動植

物遺体を見逃さずに回収することができます。

　井戸や溝といった水浸の堆積環境や、炉跡や

カマドといった焼土や灰層が、試しフルイをす

る価値のある堆積土壌です。

　Ｑ、

_.4？’－
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コラム 仮同定のススメ

　出土した骨の記録や取り上げは、動物種や骨

格部位をある程度理解しているのが望ましいで

す。とくに、発掘現場で「ヒト」なのか「ヒト

以外の動物」なのかを判断できれば、遺構の性

格を把推することが可能となり、適切な発掘や

記録が実施できます。

　土器がまとまって出土した場合、同一･個体の

土器片なのか、別個体の土器片が集積したのか

を判|祈すると思います。骨も同様です。骨がま

とまって出土した場介、同一個体の骨であるの

か、様々な動物種の骨が混ざっているのかを判

断することが重要となります。人竹であれば、

解剖学的位置を保持しているのか、散乱してい

るのかを判断することで、より適切な記録や発

掘が可能となります。

　この判断に、人骨や動物骨の骨格図譜集が役

立ちます。また、人骨がよく出上することがあ

る地方自治体は、人竹の「分離骨格模型」を購

『･･’

11

入して、発掘現場に持ち込んで活用することを

お勧めします。骨格模型は数万円で購入できま

す。発掘現場で人骨模型と比較しながら実測図

を書くと、骨の部位や方向、位置を確認するこ

とができ、正確な岡を効率的に作成することが

できます。発掘現場において、動物種や骨格部

位をある程度把握する仮同定は、あくまでも竹

定的な判断です。正確な同定は、骨を取り上げ

た後で、専門家に依頼します。

　そして、骨がまとまって出土した場合には、

デジタルカメラで搬影して、印刷しておくと便

利です。全体写真とともに、骨の向きも確認で

きるよう部分び真も近づいて撮影します。骨を

取り上げる際に、印刷した写真に個々の骨の番

号を書き入れて、番号ごとに取り上げます。

　仮同定で種類や部位を判断できなくても、

個々の骨の出土位置や向きが後から確認できる

ように、記録を残しておくことが重要です。
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　　　花粉

プラント・オパール

　　　珪藻

り*!．　　の土壌に含まれる花粉やプラント・オパール、珪藻などの肉眼で確認

J､11跡できない微化石も、当時人々が暮らした環境を知るための大きな手が

かりとなる。

有効な堆積環境

　花粉、フラント・オハール、珪藻などの微化石は、

湖沼や湿地環境の堆積物中においては保存性がよい。

微化石は、およそ砂、シルト・粘土のサイズである

ため、これらの粒径の堆積物が有効である。　しかし、

堆積後に乾湿を繰り返したり、土壌化を受けたりし

ている堆積物においては、プラント・オバールは保

存されているが、花粉や珪藻の保存状態が悪い場合

がある。

現場での留意点

　以下の2点に最も気をつけたい

１。サンプルに「現生」や「異なる層」の微化石を

　　混入させない

　雨天時は避け、大気中や流水で流されたりしてい

る現生や異なる層の微化石の混入（コンタミネーシ

ョン）を防ぐために風化・乾燥面を除いた新鮮な壁

面から採取する。

　明らかに観察できる鉛直方向の亀裂や現生の植物

根､動物活動の痕跡は避けて採取する。（→14ページ）

２。サンプリング層位と図面を対応させる

　発掘調査で層位か確定し、図面が描き終った後に

サンプリングすれば、試料と図面との対応の混乱が

少ない。

　サンプルは層単位で採取し、採取した地点は図面

に描きこみ、写真の記録を残す。（→15ページ）

分析前の一時保管

　サンプルは高温多湿など劣悪な環境で保管しない

微生物などによる変質や分解、あるいは新たな菌類

の増殖による胞子が混入がおこる可能性がある。ま

た、他の植物遺体分析や年代測定、火山灰等の検出

等、自然科学分析の試料として使用するため、保管

場所は冷蔵庫など冷暗所が適している。

報告後の試料保管

　分析で残った堆積物やデータ、フレハラート標本

は、報告書刊行後も追加分析や再検討の要請の対応

が可能なように各埋蔵文化財調査機関で回収引呆

管・管理するのが望ましい。

　プレパラート標本はできれば恒温恒湿の環境下で

収蔵保管し、閲覧できるよう試料を公開する。

12



花　粉

　【過去の植生を復原する指標】

　陸上植物（種子植物、シダ・コケ植物）の花粉や胞子の大部分は、や

がて地表や水面に落ちて堆積する。その一部は湿地や酸性土壌の中で長

く残る。花粉・胞子の形態は、植物の科や属によって分類することがで

き、それぞれの母植物を推定することができる。堆積物中の花粉・胞子

を分離し、同定、解析をおこなうことによって過去に生育していた植物

の集団（植生）が復原できる。

・遺跡周辺の植生・気候

・土地利用

・農耕の有無など

・遺跡付近の湖沼堆積物

・遺跡内の小水域（溝や井戸など静水、止水性の湿地環境の堆積物）

・水田跡、耕作土など

プラント・オパール

　【過去の植生や水田などの土地利用を復原する指標】

　イネ科、カヤツリグサ科などの草本類やクスノキ科、ブナ科などの木

本類の中には、土壌中の珪酸を細胞内に取り入れ、蓄稜させる性質をも

つものがある。種によってそれぞれ特徴を持つプラント・オパール（植

物珪酸体）が形成される。軟部組織が腐朽しても、プラント・オパール

として堆積物中に残る。プラント・オパール分析によって、過去の植生

や水田跡などが復原できる。

ｒＸノ･。

.
Ｘyｊ，

k、

４
ｊ
’

吋
ザ

皿
顕
微
鏡
で
見
え
る
化
石
－
微
化
石

・遺跡周辺の植生

・水田跡およびイネの生産量の推定

・イネ・ムギ類、雑穀の有無

・植物遺体あるいは腐植物質を含む堆積物

・水田跡、耕作土など

・火を受けた土器（焼成温度800℃以下）の胎土内

珪　藻

　【過去の水域環境を復原する指標】

　珪藻は、海域から淡水域まで、地球上の水域全般に広く棲息する緑黄

色単細胞植物である。生態としては、水域環境（塩類濃度、水温、pH、

水流の強弱、水域の清濁や付着器物の種類など）ごとに種の分布が異な

る特徴を持つ。また体組織構造として、種ごとに特徴的な幾何学模様が

刻まれた珪酸体（SiO2）の殼を持つため、堆積物に比較的良く保存され、

種の識別も可能である。これらのことから、珪藻の遺体や化石は、過去

の水域環境を復原する手がかりとなる。

・水域の地形

・流水の強弱

・大型水生植物の有無

・水質（塩類濃度、水温、pH）

・水成堆積物全般（やや堆積速度の緩やかなものが好条件）

・湿原堆積物など一部の陸成堆積物（泥炭層など）

-13-



土壌サンプリングの方法

参

Ａ

Ｃ

Ａ　壁面を削り、新鮮な面を出す

ぶサンプリング前に記録のためにサンプリング箇所の写真を

　撮る。

Ｂ　地層ごとにサンプルを採る

※複数の微化石分析や追試をおこなう場合を想定して、サン

　ブルはやや多めにブロック状で採取する。

※例えば、縦5cmｘ幅10cmｘ厚さ5cmほどのブロックをヘラ

　で切り出す。

※ヘラでなくても、ブロック状に採取できれば分析サンプル

　として問題ない。

※サンプルが他の地層と混ざらないように配慮する。分析前

　に室内でブロック表面を削ることが前提であれば、毎回道

　具を洗うことに細心の注意を払う必要はない。

土壌サンプリングシート

　通常、微化石の分析担当者は、調査現場で地層を

観察して、土壌サンプリングの柱状図を書く。ただ

し、観察した壁面の情報のみでは不十分なため、調

査担当者に当該遺跡の堆積環境や遺構の埋没状況に

ついて発掘調査で得られた所見を聞き、必要であれ

ば地層を見ながら議論を重ねる。

　もし分析担当者が調査現場に来られない場合、調

査担当者が土壌をサンプリングした箇所の情報をき
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Ｃ　ブロック状のサンプルをアルミホイルで包む

※採ったサンプルの形状を保ち、遮光もおこなえる。

※アルミホイルの劣化やサンプルの乾燥・カビの発生などが

　おこる可能性もあるので、分析はなるべく早く実施するの

　が望ましい。

※アルミホイルの他、ブラスチックケースや、サランラッブ

　など、使いやすい物を選択する。

Ｄ　アルミホイルの表面に地層の上面を示す「天」

　を記載し、汚れないようにビニール袋に入れ、分

　析まで天箱などに一時保管する

※地層の上下が、分析をおこなってい＜上で重要な情報とな

　る。　１サンプルごとに断面にも「↑」を記す。

ちんと分析担当者に伝える必要がある。例えば、発

掘調査で記録する層序断面図の情報をコピーして。

　「土壌サンプリングシート」を作成すると共有すべ

き情報が伝えやすくなるだろう。シートには、分析

の目的や遺構の情報、堆積物の記載（→16ページ）、

サンプリング箇所と試料番号などをメモする。調査

担当者と分析担当者がこのシートを共有することに

よって、堆積環境を踏まえた解釈や総括の議論の際

に岨噛が少なくなる。
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堆積物の記載

　調査現場で堆積物の性質（土性）を見極めること

は、調査の方針を決めるために重要な作業である。

この作業は、地質学、土質工学、考古学、地理学さ

らに農学など、分野によって着目する要素や手法が

異なってくる。このため、調査目的が何であるかを

見定めたうえで、各分野の視点や手法を選択、もし

くは複合的に利用する必要がある。

　特に視点や手法を複合的に利用するには、それぞ

れの定義を明確にしておき、自分の仮説に都合の良

いように利用しないことが重要である。

　ここでは、特に沖積層と呼称される表層地質を構

成する完新世の堆積物について、その見極めをおこ

なうための重要な視点や手法をまとめる。

記載項目

　記載に際しては、岩相（層相）観察をとおして、

堆積物が常にどのようなシステムにより堆積したの

かを検討しておく必要がある。

　堆積物の特徴を捉えるには、以下の５つの要素に

ついて評価し記載しておくことが重要となる。

①土色相：堆積物構成要素の基本的指標

　土色帳（標準土色帖AF-123)や土色計測器（分

光測色計CM2500 C 、土色計ＳＰＡＤ-207など、いず

れもミノルタ製）を用いて計測し、区分・記載する。

　土壌化度（酸化度、還元度）や含有鉱物の特性を

見極める手がかりとなり、多くの場合、有機度の指

標ともなる。

②粒度：堆積物の形成過程を示す基本的指標

　ここでの粒度は、層理（単層）を特徴づける主要

構成粒子径のことで、主に地形に起因する物理的要

素（水流や風食など）を反映する。記載のための名

称や区分は表１および図１を参照。自然の作用によ

る堆積物と人為による堆積物には、粒度組成や堆積

構造の違いがあるため、両者の判断材料となリ得る。

　粒度は原則的に一次鉱物を起源とする砕石粒子の

粒径を対象としている。土壌に含まれる有機物や二

次鉱物は対象としない1)。

②挟在物(包含物)：当時の環境の指標

　二次鉱物2)や生物遺体3)、化石など、堆積物の化

学的、生物学的な特徴のことで、堆積場の環境4)を

主に反映する。有機物については、相対的な含有量

や分解度5)、さらにその起源6)に着目して記載する

と分析方針の決定や堆積環境の検討に有効な情報と

なる。また、放射性炭素年代の測定対象を検討する

手掛かりともなるため、生物遺体群の産状7)は可

能な限り細かく記載することが好ましい。

④特殊堆積物：火山灰やイベント性堆積物

　地層の中には、鍵層8七なり堆積物の同時間性を

保証するものがある。特に火山灰（圈）は噴出起源

火山を特定することで、広い範囲における層序対比

を可能にする。洪水や津波、砂嵐など、短時間に堆

積物を供給し得るイペント性堆積物も同様な特性を

もっといえる。

　一方で、断崖露頭や発掘調査現場の壁面露頭など

比較的広い範囲で堆積物を観察できる場合、海水準

変動に伴う堆積システムの変遷や堆積体の区分を捉

えられることがあり、堆積シーケンス9）の視点から

層序対比をおこなうこともある。

⑤堆積構造：特定の堆積環境や地形を示す

　葉理や級化、あるいは逆級化など、堆積構造自体

が特定の堆積環境や地形を示す。記載の際には、上

下の層との関係（整合、不整合など）や人為層と自

然堆積層、さらに人為影響層などの見極めが必要で

ある。

引用文献

・保柳康一・松田博貴・山岸宏光(2006)フシーケンス層序と水中火山岩類j Field Geology 4、日本地質学会フィール

　ドジオロジー刊行委員会編、共立出版

・TROELS-SMITH. J. (1955). Charactarization of unconsolidated sediments. D<ヨ/7/77.Geol.びnders. IVＲａｅｋ-

　A･θ､3､10:1-73.

・福田光治・宇野尚雄(1997) r地盤工学会基準「地盤材料の工学的分類法I JGS0051:地盤工学会

・鳥取県埋蔵文化財センターm (2014) r青谷上寺地遺跡13j
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記載凡例と記載方法

　以下に堆積物の記載凡例の一例と、それをもとに

した発掘調査に関わる土層断面観察の事例を掲載す

る。

　凡例については、USGS（アメリカ地質調査所:

U. S. Geological Survey)の取りまとめた地質

記載マニュアル(http: // pubs, usgs､gov / tmm

/2006 / 11A02 / ）などもあり、必要に応じて参照

されたい。

注

１）土壌を構成する粒子には大きく３つの要素がある。

　①母材となる岩石起源の「岩石砕屑物」、②粘土の主

　体構成物質「二次鉱物」、③主に有機物「生物起源砕

　屑物」。

２）二次鉱物の粘土が堆積し得る物理条件はヽ堆積環境　砂

　の特定に重要な要素。

３）「ｲﾋ石」の表記は原則として更新世以前の生物遺体

　や生活痕跡が地層中に埋没、保存されたものを指すが、

　地層中より検出される状態（産状）、その生物の固有

　形質をほとんど保てない場合（例えば珪藻や昆虫類な

　ど）、慣例的に「ｲﾋ石」が用いられる。

４）挟在物から当時の環境を推定する場合、現地性情報

　の優位性は当然なことであるが、異地性の混入過程が

　ある程度明らかである場合、異地性物質も地形的背景

　を読み解く重要な手がかりとなる。

5）、6) TROLES-SMITH (1955)の堆積物記載シス

　テムを参照されたい。

７）挟在する生物遺体群が土中にどのように閉じ込めら

　れているか（形、位置、方向、密度など）も重要な情

　報。可能な限り、その「産状」を壊さないように試料

　の記録や採取をおこなうことが重要。

表Ｉ　Wentworthの粒度区分と

　　　砕屑物およびその凝集体の呼称

砂

８）成因が特定できる軽石や凝灰岩層や特定の（示準）

　化石や元素などが産出し、さらに分布が広＜連続性が

　あり、岩質が特徴的で、他の岩石とたやすく区別され

　るような地層が選ばれる。

９）シーケンス層序学を理解する必要がある。1990年以

　降、本論の解説についての解説や研究例は数多いが、

　総説的には保柳ほか(2006)がわかりやすい。

　　　　　　　　　粘土

　　50

粘土

シルト

シルト

　　　　　　　　　　　　　　　50

　　　　　　　図１　粒度組成に基づく土質分類

近年では土層観察評価、粒度組成、液性限界、塑性限界などに基づい

て工学的に分類された統一規格などが提唱されており、福田・宇野

　(1997)も十分参照されたい。

表２　層相観察記載を行うための凡例の一例

)一般粒子

　[SE]SE (gravel)

　[ZI]砂(tl (sand and g｢avel)

　［コ砂(sand,･

　巨二1シルト(silt

　[三1枯土(day)

　　　　　　　銀翼逐次[

ｊ化石・遺体等

[Ξ]RJfiS

[l]現!!SS

］貝殻(shell)

[蚕]木材ぐwood'

[二] 腐柚くhumic matterう

｀lΞ】叢分鮪･JtfK undKompOM^ PMT

r･*rt≫t*iOuiptM

回 分鴛瓦次ｄｅくonpo､ぐdp・・1

EIEI木質泥炭６哨》ody peat!

E12]高師小僧(植物痕：酸化鉄沈殿;･

[Ξ:5]土壌(化部} (wil!

DM)ロームc火山灰土壌; (torn!

1! テ フラ(火山破砕層物)

　[ΞΞ]スコリアCscoria<

　区瓦)軽石(pumice)

　EΞ)火山ガラス!volcanic glass:･

　[E!]岩片itithjc frag｢Tiem:I

j:その他の記号

　1111斜葉理((『OSS laminacel

　m平行雲9 (paroielllaminxei

　Pwi]不整a (uncomforminity)

　E21E】互暦くalteination)

　[召]土石流(debris flow)

凡例は分野や分析目的、分析項目と対応するため必要に応じて変更し得るが、

それぞれの凡例の持つ定義を常に明確にしておくことが重要。
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図２　土層断面（露頭）における堆積物の模式記載図の例　　　（鳥取県埋蔵文化財センター編(2014)ﾌ青谷上寺地遺跡13から引用・加筆）
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